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菰
野
道
の
概
要

菰
野
道
は
四
日
市
市
の
北
町
交
差
点
か
ら
出
発
し
、
菰
野

町
菰
野
へ
と
続
く
約
11
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
街
道
で
あ
る
。
北

町
交
差
点
は
、
か
つ
て
は
東
海
道
四
日
市
宿
の
中
心
で
、
辻

の
東
北
側
に
高
札
場
や
代
官
所
の
陣
屋
が
あ
っ
た
。
慶
長
５

年
（
１
６
０
０
）、
菰
野
城
に
土
方
氏
が
入
城
し
、
城
下
町
を

つ
く
る
と
、
四
日
市
宿
と
の
往
来
が
頻
繁
に
な
り
、
菰
野
藩

主
の
参
勤
交
代
も
こ
の
菰
野
道
を
通
っ
て
四
日
市
に
至
り
、

東
海
道
に
合
流
し
て
江
戸
へ
向
か
っ
た
。

四
日
市
か
ら
の
菰
野
道
は
、
ほ
と
ん
ど
川
に
沿
っ
て
山
の

手
へ
進
む
。
前
半
は
三
滝
川
の
南
岸
の
堤
防
を
ひ
た
す
ら
西

へ
歩
き
、
高
角
橋
か
ら
支
流
の
矢
合
川
沿
い
に
桜
町
へ
。
こ

の
町
の
中
で
街
道
は
細
か
く
入
り
組
み
な
が
ら
進
む
が
、
史

跡
も
多
く
、
昔
の
面
影
が
よ
く
残
る
落
ち
着
い
た
町
並
み
を

味
わ
い
な
が
ら
散
策
で
き
る
。

桜
町
か
ら
金
渓
川
を
渡
っ
て
菰
野
町
へ
至
る
。
江
戸
時
代

後
期
の
文
人
で
日
本
の
洋
画
の
創
始
者
と
さ
れ
る
司
馬
江
漢

は
、
天
明
８
年
（
１
７
８
８
）
７
月
、
西
国
遊
歴
の
途
中
菰

野
に
立
ち
寄
り
、
８
日
間
過
ご
し
た
。
そ
の
帰
途
に
渡
っ
た

金
渓
川
周
辺
の
様
子
を
、
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
佐
倉
一
色
村
と
云
う
処
あ
り
、
此
処
に
御
滝
河
の
末
（
金
渓

川
）
と
云
う
。
幅
八
九
間
あ
り
、
手
と
手
を
組
ん
で
渡
る
に
、

向
ふ
の
土
手
の
後
ろ
よ
り
人
出
で
て
云
ふ
、『
其
の
橋
の
落

ち
た
る
跡
は
首
も
立
た
ず
』
と
教
え
た
り
、
夫
よ
り
路
無
し
、

田
の
畦
を
四
五
丁
ば
か
り
行
く
。」
こ
の
辺
り
は
現
在
も
田
園

地
帯
で
、
の
ど
か
な
道
が
続
い
て
い
る
。

巡
見
道
と
も
交
差
す
る
西
久
保
の
辻
か
ら
菰
野
城
下
ま
で

は
江
戸
時
代
、「
一
万
石
の
ご
城
下
」
に
ふ
さ
わ
し
い
立
派

な
松
並
木
が
あ
っ
た
。
道
行
く
旅
人
は
こ
の
松
並
木
の
前
で

し
ば
ら
く
立
ち
ど
ま
り
、
見
と
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
松
並
木
も
第
二
次
大
戦
後
、
道
路
改
修
や
拡
幅
な
ど
に

よ
り
次
々
と
伐
採
さ
れ
、
最
後
の
一
本
も
昭
和
53
年
に
松
喰

虫
の
被
害
に
あ
っ
て
枯
れ
た
。
今
は
国
道
477
号
沿
い
に
大
手

ス
ー
パ
ー
や
銀
行
、
病
院
な
ど
が
建
ち
並
ぶ
現
代
的
な
市
街

地
と
な
っ
て
い
る
。

街
道
は
、
東
町
口
か
ら
国
道
を
離
れ
て
東
町
商
店
街
に
入

る
。
か
つ
て
の
城
下
町
東
町
筋
で
、
古
い
屋
号
の
店
が
残
る

通
り
は
、
城
下
町
の
落
ち
着
い
た
風
情
を
感
じ
さ
せ
る
。
江

戸
時
代
に
高
札
場
が
あ
っ
た
札
の
辻
で
菰
野
道
は
終
点
と
な

り
、
あ
と
は
湯
の
山
温
泉
へ
の
道
が
続
い
た
。
菰
野
町
の

鈴
鹿
山
麓
に
あ
る
湯
の
山
温
泉
は
、
菰
野
山
の
景
勝
と
も
相

ま
っ
て
、
江
戸
時
代
か
ら
湯
治
遊
山
を
楽
し
み
に
訪
れ
る
人

も
多
か
っ
た
。

菰
野
道



四日市
菰野菰野

湯の山道湯の山道

おおばねえんおおばねえん なかこものなかこもの

こものこもの

さくらさくら

たかつのたかつの

いせかわしまいせかわしま

いせまつもといせまつもと
なかがわらなかがわら

きんてつ
よっかいち
きんてつ
よっかいち

かわらまちかわらまち

八風道
八風道

近鉄八
王子線

近鉄八
王子線

近
鉄
内
部
線

近
鉄
内
部
線

近
鉄
名
古
屋
線

近
鉄
名
古
屋
線

東
海
道
東
海
道

巡
礼
道

巡
礼
道

菰野菰野

福村福村

神森神森

宿野宿野

智積町智積町

近鉄湯の山線

近鉄湯の山線

四日市I.C.四日市I.C.

高角町高角町

久保田久保田

西町西町 北
町
北
町

東
名
阪
自
動
車
道

東
名
阪
自
動
車
道

菰野町

四日市市

巡
見
道

巡
見
道

三岐鉄道三岐線

三岐鉄道三岐線

J
R
関
西
本
線

J
R
関
西
本
線

（1）（1）

（2）（2）

（3）（3）（4）（4）

（5）（5）
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　風情ある菰野　　藩主の城下町。

菰 野  道

歩く速さで見えてくるものがある。
歩くからこそ出会うものがある。
いにしえの旅人の速さで、視点で
歴史の道をたどってみよう。
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21 20

約 500 ｍ

約 1300 ｍ

近鉄四日市駅

東
海
道

三滝川

海蔵川

中川原駅

近鉄
湯の
山線

川原町駅

三滝
新川

近
鉄
名
古
屋
線三滝川沿い

は見晴らしの
良い広々とした
風景が続いて
いる。

13 千草道との分岐点
右に行けば三滝川を渡っ
て、菰野町の千草へと向か
う千草道へと続く。

12 延命地蔵尊
三体の石造の地蔵尊が安置
されている。千草道との分
岐点の手前、約100m東。中
央の一体は彫りが浅く、時
代も古いと感じさせるが、
左右の二体は新しいものと
思われる。

11 諏訪神社
昭和20年に戦災で焼失し、
26年に再建された。

9 笹井屋
天文16年（1550）創業。街道
名物なが餅の老舗。もとは
日永にあったが、現在は三
滝橋の南側にある。

6 陣屋跡

4 道標（複製）
本来は「江戸の辻」に
あったものを、昭和
28年頃に複製を当地
に建立したものであ
る。「すぐ江戸道」「す
ぐ京いせ道」「京いせ
道・ゑどみち」と刻ま
れており、オリジナ
ルは個人蔵。

1 菰野道の起点
東海道を三滝川より約
200m南にある北町交差点。
昔は、陣屋も建つ四日市の
中心であった。

18 石燈籠
嘉永7年（1854）建立。窪田
神社の鳥居脇。二基ある。

17 窪田神社
県道四日市土山線との合流
点近く。

16 蓮光寺
境内は良く整備され、静か
な雰囲気を感じる。

14 小さな旅の記念館

10 模型のソーイ

7 紫光窯

5 ちぎり絵ギャラリー 和
紙

15 きゅうす工房 みたき

3 弥な屋

2 松尾芭蕉句碑

8 三滝川
昔は、川遊びや夕涼みなど
憩いの場だった。
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(1)堀木
 　（四日市市北町～久保田）



23 22

約 800 ｍ

約 1250 ｍ

伊勢松本駅

近鉄湯の山線

三滝川

3 大井手の町なみ

1 浄蓮寺

4 三滝川沿いの菰野道

2 手織り あけび工房

12

3

4

(2)大井手
 　　（四日市市伊倉～小生町）



25 24

約 1000 ｍ

約
750 ｍ

高角駅

近鉄湯の山線

伊勢川島駅

東名
阪自
動車
道

三滝川

2 川島の町なみ

4 智積町の水田沿いを歩
く菰野道

3 三滝川と矢合川の合流
地点

1 神前郷土資料館

1

2

3

4

(3)高角町
 　　（四日市市三滝台～智積町）



27 26

約
150 ｍ

約
150
ｍ

約
250
ｍ

約
100ｍ

桜駅

近鉄湯の山線

東名
阪自
動車
道

街道は町の
中を紆余曲折
しているが昔の
様子を残して
いる。

金渓川

矢合川

巡見道

14 嘉保寺廃寺
嘉保元年（1094）建立。白河
上皇の勅願により創建され
たと伝わる。明治の初めに
廃寺となった。地域住民の
集会所となっている。

13 金渓川
かつて、この川には土橋が
かかっていた。

12 三重橋などの町並み

6 智積養水
地域住民の努力により鯉が
棲む川に甦り、名水百選に
選ばれている。

5 延福寺跡
現在は、智積公会所になっ
ている。

4 二基の石燈籠
文久元年（1861）建立。椿岸
神社の拝殿前。

3 椿岸神社
小さな十字路の右手。石の
鳥居がある。祭神は、猿田彦
命・天照大神などの神々を
合祀している。

2 矢合川の景観

1 大師堂
弘法大師を祀る。

15 地蔵菩薩
嘉保寺廃寺の境内西側にあ
る。

16 竜巌寺
小高い南山の中腹にある。
臨済宗妙心寺末。かつて、梅
と桜の季節は参拝者で賑
わった。

11 安正寺
街道は、安正寺の南を通る。

8 西勝寺
寛政2年（1790）建立。街道
の前方50ｍ位の所。

10 伊藤酒造（株） 慕蔵

9 石川酒造（株）

7 山口誓子句碑

1

2

3 4

5
8
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10

11

12
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15
16

(4)桜
 　　（四日市市智積町～菰野町宿野）



29 28

この部分は
30・31 ページを
ご覧ください

約
350
ｍ

約
200
ｍ

約 450 ｍ

約 1000 ｍ

湯の山道

菰野駅

中菰野駅

近鉄湯の山線

ここから
湯の山道と
なる。

金渓川

三滝川

巡見
道

13 五郎兵衛地蔵

12 新しい燈籠

11 関取米記念碑
関取米発見者佐々木惣吉の
偉業を偲んでいる。

10 宿野西城跡
神社の上の八岡に中世の砦
跡・宿野西城跡がある。

9 須賀神社跡の碑
当時は、西宮として伊奈利
（稲荷）天神の二社、山神社
が道の西側に並んであっ
た。また東宮は牛頭天王と
八幡神・神明の三座を祀っ
ていた。この両宮は明治に
合祀して須賀神社となり、
さらに菰野の広幡神社に移
されて現在は須賀神社跡の
碑が残る。

8 錦紗橋からの眺め

7 錦紗橋
金渓川を渡る橋。

6 西久保の辻
巡見道と菰野道の合流地
点。

5 薬師如来
かつて、長命寺という寺に
祀られていたが、現在は源
長寺境内の小堂に祀られて
いる。

4 源長寺
真宗大谷派。

3 宿野城屋敷跡
源長寺の東側。昔の桑名道
は、ここで巡見道から分岐
し、源長寺と城屋敷の前の
道を通り、福村・吉沢へと通
じていた。源長寺から北東
のあたりが「城屋敷」と呼ば
れている。

2 宿野城跡
巡見道の東側城の下。宿野
西城跡とともに巡見道を眼
下に見下ろしている。

1 楠森の辻
宿野の集落東。現在はバス
停。

23 藩の郷会所跡
菰野領内十六ヵ村の庄屋村
役人の寄り合う場であっ
た。（現在の菰野支所）

22 日下部家の柿の木

21 札の辻
東木戸の付近に代官所が設
けられ、代官所の東側で巡
見道に面して高札場が設け
られていた。このあたりを
札の辻という。

20 問屋
札の辻の向かいに人馬・飛
脚を扱う問屋があった。

19 広幡神社のお旅所
毎年10月1日、本宮から庄部
お旅所へ御輿の渡御行事が
行われる。境内に土俵があ
る。

18 庄部毘沙門天
庄部橋南側の巡見道の東側。

17 三滝川堤防
昭和20年頃までは、水防用
の赤松の保安林が川沿いに
続いていたが、乱伐と松喰
虫の被害により、今はない。
また、清水・西庄部のあたり
の堤防は、本堤の内側に霞
堤と称する水刎ねの堤が設
けられ、更に副堤が本堤と
同規模で築かれ、洪水を防
ぐ備えがあった。

14 東町筋の町並み
菰野の城下町。商店街の中
心。

16 石地蔵
宝永3年（1706）のもの。不
破包斎とその妻・娘の寄進
した地蔵。瑞龍寺の境内に
ある。

15 瑞龍寺
東町の中心部。境内に石地
蔵がある。毎年8月24日の夜
は地蔵盆と呼ばれ、縁日が
催され、多くの人が出て賑
わう。
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(5)菰野・A
 　　（菰野町宿野～菰野）



31 30

この部分は
28・29 ページを
ご覧ください

約
200
ｍ

約 450 ｍ

約 1000 ｍ

約
350
ｍ

湯の山道

菰野駅

中菰野駅

近鉄湯の山線

巡見
道

金渓川

三滝川

道の駅菰野

10 八重姫の楓
樹齢400年の古木の楓。

9 菰野城址の記念碑
菰野小学校体育館の南西に
ある。

8 藩主の住む藩邸跡
現菰野小学校の敷地となっ
ている。西北に濠と土塁の
一部が残っている。

7 如来寺
浄土宗西山派。

6 道標
「右ゆの山道」と刻まれてい
る。樋の口の橋詰にあった
ものを県道新設の際、南か
ら現在地へと移設した。

4 明福寺
真宗大谷派明福寺。高札場
から南へ入ったところ。文
化11年（1814）、伊能忠敬の
測量隊が伊勢・伊賀路の測
量に来訪。この時、別手の測
量隊が巡見街道沿いを測量
し、明福寺を一行の宿に当
てた。

3 菰野藩主土方家墓地
歴代藩主のもの。見性寺境
内にある。菰野町指定史跡。

2 見性寺
藩主土方家の菩提寺。楼門
の中に梵鐘がある。

1 宝樹院西覚寺
真宗大谷派。

12 智福寺
黄檗宗。

11 廣幡神社
1630年（寛永7)、菰野藩主土
方雄氏が石清水八幡宮を勧
請して、武家の鎮守として
城の真南に創建した。

13 古代稲参考田

5 山口誓子句碑
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(5)菰野・B
 　　（菰野町宿野～菰野）


